
拗児保育に閲す冬叩 

育に関するNICHDの研究   

こうな問いに答えるのか  

は、保育は子どもにとってよいこ   

、は悪いことかという普遍的な問   

乙て、保育のあり方の違いについ   

－たとえば質と量－が、子どもの   

「まな側面にいかに関係するかに   

ることで、われわれが子どもの発   

り関係を理解するのを助けること   

ら。より具体的に言うと、認知・言   

戸関係、自制、素直さ、問題行動、   

どもたちとの関係、身体的な健康   

）関係を評価している。  

】口した子どもと豪族：どん   

♪  

始まった研究には、米国中からさ   

亨的・人種的背景の子どもたち合   

：その家族が参加した。対象家族   

7所で採用され、その社会経済的   

家族構成もいろいろであった。   

が非ヒスパニック系白人、13％   

6％がヒスパニック系、1％がア   

平洋諸島系／アメリカ・インディア   

こその他の少数民族である。これ   

乃人々の人種構成を反映してい   

多様性によって、異なる民族出身   

が、保育の異なる特徴に、違う形   

トる可能性が調査できる。   

乳性を反唯させただけでなく、．い   

15  

◆全文翻訳◆  

米国における保育   乳幼児保育  

保育は米国の多くの家庭にとって、まさに  

人生の現実になりつつある。妊娠後、労働力  

に参入あるいは留まったりする女性の数が増  

え（註：子どもが生まれるため収入を増やす必  

要上か）、また・人親も増えるにつれて、乳幼  

児や子どもの保育を母親以外に任せる家族  

が増えつつある。1975年には、6才未満の子  

どもを持つ母親の39％が家庭の外で働いて  

いたが、現在、その割合は62％である（労働  

統計局）。．こうした母親のほとんどが、出産後  

3～5カ月で仕事に復帰するため、子どもた  

ちは乳幼児期のほとんどをさまざまな保育状  

況で過ごすことになる。  

この研究  

とか、あるい  

いかけを超え  

ての側面－－  

発達のさまさ  

焦点を当てる  

達と保育との  

が目的である  

語発達、母子  

同年代の子  

と、保育との  

研究に参力  

「乳幼児保育に関するNICHDの研究」  

について  

な人たち力  

1991年に  

「乳幼児保育に関するNICHDの研究J  

は、保育における多様性が子どもの発育にど  

のように関係するか調べる、今日、最も包括  

的な保育についての研究である。1991年、  

国立小児保健・人間発達研究所（NICHD）  

の支援を受けた研究者チームは、1364人の  

子どもに研究に参加してもらい、その後7年  

間にわたり、ほとんどの子どもについて追跡  

調査を行った。過去2年間、生後3年間の  

保育と子どもの発育との関係について研究  

結果を発表してきたが、今後も全米10カ所に  

ある保育研究拠点から集めた情報の分析を  

続ける予定である一。  

まざまな経済  

計1364人と  

は全米10カ  

背景、人種、  

76％の家族  

近くが黒人、  

ジア系／太耳  

ンで、4％が  

は米国全体の  

る。こうした多  

の子どもたちカ  

で影響を受け  

へ種の多ホ   
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組側するNICHDの研究  

ろいろな学歴の母親とそのパートナーを  

者に含めた。母親の約10％の学歴は  

生未満で、20％強が高校を卒業してい  

分の1がなんらかのカレッジを卒業して  

20％が学士号を取得、15％が大学院ま  

は専門的な学位の保持者である（米匡  

全体では、それぞれ24％、30％、2′  

12％、6％である）。  

社会経済的な地位については、研究  

如した家族の平均所得は3万7781ドノ1  

400万円）であった（米国家庭の平均所  

3方6875けレ）。そして、研究参加者の‡  

20％が国の生活補助を受けている。  

吾♪・、  
この研究に参加した子どもたち  

どのような種類の保育を利用した  

この研究では、研究者ではなく親が、  

もが受ける保育の種類と時期を決定し宍  

実、家族は、保育を利用するかどうかの  

に関係なくこの研究に参加した。子ども  

は、いろいろな育児・保育環境におか才  

父親、他の親戚、在宅保育者、家庭保〒  

保育園による保育などである。保育の状梨  

正式な訓練を受けた保育者が、，一人の子∠  

預かるものから、、何人かの子どもを預か  

育所のプログラムまで、さまざまであった  

児の半数近くが最初に受けた育児・保≠  

親戚によるものだった。しかし、生後1句  

たその後にかけて、保育所と家庭でのラ  

アの利用への移行が見られた。  

本研究では、保育の種類を管理したり  

したりせず、同時に保育の質も管理した  

択したりしようとはしなかった。保育の質  

種類の方法で測定され、非常にばらつき   

16   

を参加  った。しかし、全国規模で保育の質を測定し  

た研究はないので、本研究における育児・保  

育が、全国的な子育てのあり方の代表として  

どれだけ適切か判断する方法はなかった。  

国人［J  育児・保育・豪族、子どもに関するど  

のような情報を考慮したのか   

研究チームほ子どもとその環境にかかわる  

数多くの特徴について、さまざまな種類の情  

報を集め、研究した。子ども対大人の比率や  

グループの大きさなどの保育の特徴とともに、  

保育の質や保育を受ける時間、保育開始年  

齢、ある子どもが同時に、また長期間に経験し  

た異なる保育環境の数など、子ども一人ひと  

りの保育経験を評価した。家族の経済状況  

や家族構成（一人頼またはパートナーのいる  

親）、母親の語彙（知性に代るもの）など、家  

族の特徴も評価した。その他家族に関しては、  

母親の学歴、心理的な適応性（アンケートに  

よる測定）、育児姿勢、母子間の相互作用の  

質、そして子どもの最適な発育のために家庭  

環境がどの程度員献しているかなどの項目を  

分析に含めた。性別や性格など、子ども一人  

ひとりのさまざまな特徴も考慮した。   

この研究では、家族や子どもの性格による  

影響に加え、育児・保育の特徴と経験がどの  

ように子どもの発達に独特な貢献をしている  

か明らかにしようとしている。これまでの研究  

で、・般的に家族内で子どもが受ける育児の  

質は、保育における質と非常に似通っている  

ことが立証されている。そこで、当研究チーム  

は、保育が子どもの発達に昌献しているこの  

他の点について重点的に調べることとした。   

データは子どもの発育についてのさまざま  

2∠≠   



励児保育に閲す卵 

チの結果が示されている。さらに、  

執あるいは母子間の相互作用の   

測するものとして、現在と過去と   

の比較もなされている。  

り研究における保育の詳細  

年間の保育経験歴   

琵育を受けた時間の長さは、いろ   

±。平均的な保育時間は週に33   

±が、これも子どもとその家族の民   

：異なる。非ヒスパニック系白人   

が最も短く、非ヒスパニック系黒   

）、った。ヒスパニック系白人とその   

．その中間に位置している。   

、ほとんどの乳児が生後1年間   

上の育児・保育環境を経験してい   

ノ  

三数近くは父親／パートナー、ある   

・による育児が最初の育児経験   

が家庭保育、保育園に預けられ   

）、8％だった。ほとんどの乳児は   

前に保育を経験している。   

鞍て、研究結果は乳児保育への   

ヒきわめて早い時期の保育の開   

、る。ほとんどの乳児は生後1年   

チはなく、公的ではない保育環境   

る。  

哀育経験と関連性があるか   

参加した家族・子どもの35％近   

態あるいはそれに近い状態で生   

貧困は、家庭の経済状況を測る   

去である所得対必要生活費率に   

れた（米国商務省）。これは、連 ．   

な研究問題に答えるべく、いろいろと果なっ  

た方法で分析されたため、必ずしもすべての  

項目が分析に含まれるわけではない。以下に  

報告する研究結果の要約には、関連項目の  

リストが記されている。  

を比較し、そ  

子どもの行動  

度合いを予  

の保育経験  

NICHDの  

乳幼児保育に関するNICHDの研究：  

私たちは何を学んだか   

な報告  

1．生後1  

多様な情報源（親、保育者、訓練を受けた  

観察者、試験者）を使い、生後7年間にわた  

り、家族環境、育児・保育環境、子どもの発達、  

身体的な成長と健康状況に関する細かい情  

報を集めた。   

参考文献（CRNホームページ参照）に記  

載されるように、今日までに本研究に関する  

論文はいくつかの科学関係の学術誌に発表  

されている。また、他の研究結果については、  

学会で発表されたり、出版準備が進められて  

いる。「NICHD乳幼児保育研究」チームが  

共同執筆した論文では、研究問題が幅広く  

取り上げられている。   

研究結果は、おもな4分野に分類できる。  

最初の記述的な成果では、NICHDの研究  

に参加した子どもたちが受けた保育のイメー  

ジを描写している。これには、大人対子どもの  

比率、生後1年間に受けた保育の形、貧し  

い子どもの保育などの「管理可能」な特徴に  

ついての調査が含まれる。他の分野は、保育  

を受ける子どもにとっての家族の役割、子ども  

の発達と保育との関係、母子関係と保育との  

関係だ。こうした分野のなかで、より裕福な家  

庭と低所得家庭の子ども、また、非ヒスパニッ  

ク系白人と少数民族の子どもにとって、保育  

経験がどの程度彼らの発達に関連しているか  

子どもが保  

いろであった  

時間であった  

族性によって  

は保育時間  

人は最も長カ  

他の民族は、  

→般的に、  

に2種類以上  

た。乳児の半  

いは祖父母  

で、20％i強力  

たのはわずカ  

4カ月になる  

全体的にみ  

高い依存度と  

始を示してい  

間を保育所で  

で過ごしてい  

貧困は保  2．  

本研究に参   

くが、貧困状  

活している。員  

標準的な方法  

よって定義さ   

17  

25   



鱒す馴忙HDの研究  

邦政府からの補助金を除いた家計戸   

の世帯に当てはまる貧困水準所得  

計算する（′1991年現在の4人家族  

準所得は、1月ー3924ドル）。本研究  

た家族のうち、所得対必要生活費率  

下回る家族は1＿6．7％、1．0～1．99  

18．4％であった。  

研究チームは、生後1年間の資  

百聞始年齢や保育の種類、質・量と  

あるか質問した．。貧困が利用する保  

を決定する要因になるかを判断す老  

困家庭およびその子どもたちを（庸二  

生活費率1．0未満）、貧困に近い轟  

もたち（所得対必要生活費率1．0へ  

・．。軍－：’  
るいは、より裕福な家庭と比較した。  

保育開始年齢については、貧困．  

り、抜け出した家庭（u一時的貧困とし  

が、生後3カ月前という非常に早い  

育を始める傾向が最も高かった。そ  

チームは、この保育の早期開始は、  

困から抜け出させるために、母親カミニ  

雇用に就く必要があるためではない  

を立てた。一員して貧しく、国から（  

15カ月以上受けていた家庭では、一  

や、生後15カ月の時点でなんらか（  

受ける可能性はより低かった。  

貧困家庭は、他の家庭に比べて、  

な保育であれ利用する可能性が低  

用している場合は、他の所得クルーー  

と同じぐらいの時間を保育にあてて  

カ月時点で保育未経験の子どもの壬  

育レベルが最も低く、大家族の出身－  

こうした大家族も、継続的に貧困状！  

れる傾向にある。  

一般的に、家庭環境で（家庭保育   

18  

所得を、そ  は家族によって）保育を受けた貧困家庭の子  

どもたちは、比較的、質の低い保育を受けて  

いた。一方、貧困家庭の子どもで保育園に預  

けられた場合、裕福な子どもが受ける保育園  

での保育と匹敵する、より質の高い保育を受  

けていた。貧困に近い家庭の子どもたち（所  

得対必要生活費率1．0～1．99）は、貧困家  

庭の子どもたちよりも質の低い施設での保育  

を受けていた。これは、おそらく、貧困に近い  

家庭の子どもたちは、貧困家庭の子どもたち  

が受ける資格のある補助金付きの保育を受け  

る資格がないからであろう。   

まとめると、貧困家庭また貧困に近い家庭  

の乳児は、比較的質の低い保育を受ける可  

能性が高い。これは、生後1年間、ほとんど  

の乳児が保育園に預けられないのが一因で  

ある。  

等で割って  

の貧困水  

究に参加し  

率が1．0を  

の家族は  

貧困が、保  

関連性が  

育の特徴  

るため、貧  

得対必要  

家庭と子ど  

～1．99）あ  

状態に陥  

、われる）  

時期に保  

こで研究  

家族を貧  

3．質の高い保育を構成する保育の特徴   

研究チームは積極的な保育、つまり質の高  

い保育に寄与する特徴とは何かを見極める  

ために、さまざまな保育環境を研究した。積極  

的な保育は、相互作用の頻度を観察・記録し、  

その質を格付けすることで測定される。また、  

保育環境も、グループの大きさ、大人対子ども  

の比率、物理的な環境などのl′管理可能な－」  

特徴あるいは政府のすすめるガイドラインの観  

点、さらには正式な教育や専門訓練、保育経  

験、育児に対する信念など、保育者の特徴と  

いう観点から測定された。   

調査の結果、次のことがわかった。すなわ  

ち、他と比べて安全で清潔であり、刺激的な  

生活環境を有し、小規模グループで、大人1  

人に対する子どもの比率が低く、子どもに感  

情を表現ざせ、その意見を取り入れる保育者  

長時間の  

かと仮説  

の援助を  

早期保育  

の保育を  

どのよう  

凱、が、利  

プの家庭  

いた。15  

母親は教  

であった。  

態におか  

者あるい  
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物児保育に閲す鱒憫 

くクは低いと考える母親は、保育   

：庭での正式な保育を利用する   

、った。  

ミ育を受けている子どもと、母   

二んど全面的に世話をしている   

．の家族の影響   

う一つの目的は、母親がほとん   

指舌をしている子ども（保育時間   

未満）と長時間保育を受けてい   

亨時間が週30時間超）の発育   

の影響を比較することである。   

星の学歴などの家族の特徴は、   

を予測するうえで効果的な指標   

ま、母親の世話をほとんど全面   

る子どもの場合も長時間保育を   

どもの場合も同様である。ここで   

どもの発育への家族の影響は、   

≧時間保育しても大きく減ったり   

γ訂肇  

5ことがないことを示した。  

子の愛着の関係   

．は保育の量、保育開始年齢、   

こど保育についての変数をいく   

二うした要素が乳幼児の母親へ   

だけ関係するか調べた。愛着と   

信頼感のことである。   

は、生後15カ月の時点では、   

」幼児の母親への愛着の安定   

与えることもなければ促進する   

：を発見した。愛着は、30分間   

〕を離れさせてから、また一緒に   

印勺なやり方で測定した。   

ら特定の保育条件と特定の家   

み合わせは、乳幼児の母親へ ．   

のいる割合の高い保育環境においては、よ  

り子どもの心を読み取る力が強く、敏感で、  

知的な刺激を与える保育者がいた。つまり、  

よりよい子どもの発達に結びつくであろう保  

育の質である。  

もに与えるリス  

所あるいは家  

可能性が高か  

長時間保  5．  

親がほと  

4．人口統計学的特徴と家族の特徴：利用  

きれる保育の種類と関連性があるか   

本研究の目的の・一つは、人口統計学上の  

変数そして家族についての変数が、各家庭の  

利用する保育の種類にどの程度関係するか  

調べることであった。研究チームは、人口統  

計学的特徴（民族、母親の学歴、家族構成）、  

経済的特徴（母親や家族の所得）、家族の質  

の特徴（母親の姿勢と信念、家庭環境の質）  

などの3狙の変数を検証し、保育開始年齢、  

保育の種類、質・量との関係を調べた。   

家計は、おもに保育の量、開始年齢、種類、  

質に影響を及ぼしている。母親の所得への  

依存度が高い家庭では、依存度が低い家庭  

に比べて早期に保育を開始し、保育にかける  

時間も長かった。母親が被雇用者で最高所  

得額を得ている場合、生後3～5カ月で乳  

児保育を開始する可能性が高く、生後15カ  

月間に在宅保育を利用する可能性が最も高  

かった。最低所得層と最高所得層の家庭の  

子どもは、中間所得層の子どもよりも質の高  

い保育を受けていた。   

経済的な要素（母親および家族の所得）と  

は別に、母親の就業が子どもの成長によい影  

響を与えると信じる母親は、乳児の時に保育  

を開始し、多く利用する選択をしていた。一  

方、就業が子どもにリスクを与えると思う母親  

は、形式によらない、家族中心のあるいは在  

宅での保育を選ぶ傾向にあった。就業が子ど  

子どもへ  

本研究のも   

ど全面的に世  

が週10時間  

る子ども（保育  

における家族  

家計や母親  

子どもの発育を  

となる。これは  

的に受けてい  

受けている子  

の結果は、子  

両親以外が長  

変わったりする  

保育と母子  6．  

研究チーム   

保育の種類な  

◆つか検証し、こ  

の愛着にどれ差  

は、母親へのイ  

研究チーム  

保育自体が乳  

性に悪影響を  

こともないこと  

に母親と子ども  

するという標準  

確かに、ある  

庭環境との組   
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の愛着が不安定になる可能性を示  

の低い保育を週に10時間以上受  

あるいは生後15カ月間に2カ所  

育環境におかれた場合は、母親カ  

やりに欠ける場合に限るものの、母  

着が不安定になる可能性が高い。  

子どもの心を読み取る力が強く細ぺ  

てという点で、母親と保育者の両ヂ  

象人口の下位Z5％に入る場合、二  

親に安定した愛着を持つ可能性乙こ  

45％だった。対照的に、より思いう  

母親と保育者の場合は、62％が実  

着を持っていた。  

7．保育と母子間の相互作用の貿  

子どもの母親への愛着の分析にノ  

育と母子間の相互作用、または母  

流との関係についても研究した。穆  

なった母親の行動は、子どものノL涛  

細やかさ、積極的な関与と否定的  

る。子どもの行動は、その関与を詞  

めに観察された。研究者は保育（  

家族の特徴（：母親の学歴と所得）  

子どもが6カ月、15カ月、24カ月  

時点での母子間の相互作用との傑  

た。  

母子間の相互作用は、遊びの喝  

で母子が一緒にいるところをビデオ  

母親の子どもに対する態度を観察し  

的には、複数の相対する作業に直  

に（例：子どもを見守りながら、インタ  

話をする）、母親がどれだけ注意深く  

積極的な愛惜を見せ、あるいは抑  

度を見せるか観察した。  

研究者は保育の質・星と母子間   

20   

高めた。質  用の質とに、わずかではあるものの統計的に  

重要な関係があることを発見した。保育の量  

が増えるにつれて、母子間の相互作用の細  

やかさや親密さが薄れるという関連性が、ささ  

やかながら現われた。生後3年間を通じて母  

親以外のケアを受ける時間が長いほど、子ど  

もに対する母親の積極的な行動がいくらか  

減少した。保育を受ける時間が長かった乳幼  

児は、母親との関与がやや薄かった。   

これまでの調査で明らかになった保育の量  

と母子相互作用との間に、このような関連性  

が発見されたことで、研究チームは乳幼児期  

の保育の量が、その後の母子相互作用の質  

に関係するだろうかという疑問へと導かれて  

いった。   

研究者は、36カ月の時点で、生後6カ月  

間の保育時間が長いほど、母親の子どもの心  

を読み取る細やかさが減少し、子どもへの積極  

的な関与が低いことを発見した。しかし、子ど  

もの保育経験よりも所得や母親の学歴、両親  

が揃っていること、母親の離別の不安、母親  

の気分的な落ち込みなどの家族と家庭の特  

徴の方が、母子相互作用の質に深く関係して  

いた。   

質の高い保育（保育者と子どもの積極的な  

相互作用）は、母親による関与と子どもの心  

を読み取る細やかさの増加（生後15カ月と  

36カ月の時点）、子どもと母親の積極的な関  

与（生後36カ月の時点）の増加とささやか  

ながら関係があった。質の高いフルタ／仏の保  

育を利用している低所得の母親は、保育を利  

用していない低所得の母親あるいは賃の低  

いフルタイムの保育を利用している低所得の  

母薫別こ比べて、6カ月の時点で、積極的な関  

与の度合いが高かった。  

けた場合、  

軒以上の保  

ミやや思い  

母親への愛  

たとえば、  

やかな子育  

方が調査対  

子どもが母  

ま、ほんの  

やりの深い  

安定した愛  

加えて、保  

母子間の交  

研究対象と  

、を読み取る  

勺態度であ  

平価するた  

の質、量、  

を分析し、  

、36カ月  

謁係を調べ  

時間や家庭  

に撮影し、  

した。貝体  

南面した時  

ピュアーと  

、敏感で、  

制的な態  

の相互作  

2β   



保育に閲す鱒 

つまり、保育者がどれだけ   

しかけたり、質問をしたり、   

乙たりしたか、である。   

保育の質は、子どもの認   

つずかながら一員した関係   

亨の貿が高い（積極的な言   

三保育者との相互作用が多   

24カ月、36カ月時点での   

、2歳時点での認知発達が   

箸点での就学レディネスも高  

。  

h家計や母親の語彙、家   

ら認知的な刺激などの要素   

．の方が、15カ月、24カ月、   

認知発達、および36カ月   

…と強い関係があった。   

ては、母親による長時間の   

〕てなんらプラスにならない   

蔓時間、母親が世話をして   

＝守蒜、す±  

・言語測定での点数は、保   

らと同じぐらいの事例が多   

寺間母親が世話をしている   

ルナている子どもとを比べた   

旨異において現われた数少   

こ間の母親による育児に比   

戸は有利で、質の低い保育   

：であった。保育者と子ども   

考慮した場合、週10時間   

る子どものなかでは、保育   

5子ども、そして、やや少な   

＼家庭保育を受けn・、る子   

ウ保育を受けている子ども   

語測定での成績がよかっ   

どもの認知・言語・就学レ   

こは、さまざまな所得ク）レ←  

8．保育と素直さ、自制、問題行動   

保育の特徴（質、量、保育開始年齢、種類、  

安定性）と家族の特徴を検証し、それがどの  

ように子どもの素直さ、自制、問題行動と関  

係しているかを調べた。その結果、子どもの  

保育経験よりも家族の特徴（とくに母親の子  

どもの心を読み取る細やかさ）の方が、子ども  

の行動に強い関係があることがわかった。   

研究者は、保育の特徴は子どもの素直さ、  

自制、問題行動と、ささやかな関係がある程  

度だと判断した。このなかで、保育の質は、子  

どもの行動と最も一員した関連性を持ってい  

た。より細やかで繊細な配慮が受けられる保  

育に預けられている子どもは、2～3歳時点  

で、保育者が報告した問題行動の数が少なか  

った。   

生後2年間に保育に預けられる時間が長  

いと、2歳の時点で保育者が報告する問題  

行動は多かったが、こうした影響は3歳まで  

には消滅していた。3人以上の子どもとグル  

ープで時間を過ごすことの多かった子どもは、  

行動に関する問題（保育者による報告）がよ  

り少なく、保育におけるより強い協調性が見  

られた。  

激と定義された。つ  

頻繁に子どもに話  

子どもの問いに答え  

生後3年間の  

知・言語発達に、わ  

を持っている。保育  

語的刺激と子どもと  

い）ほど、15カ月、  

子どもの言語能力、  

優れており、3歳時  

いことが示された  

しかし、ここでも  

庭環境、母采引こよる  

を合せると、これら  

36カ月時点での孟  

時点での言語発達  

認知発達に関して  

育児は子どもにとっ  

ことがわかった。長  

いる子どもの認知・  

百されている子ども  

かった。実際、長時  

子どもと、保育を受  

時に、認知・言語結  

ない差異は、長時  

9．生後3年間の保育と子どもの認知・言  

語発達   

本研究のもう一つのおもな目標は、保育の  

特徴（質、保育時間、種類、安定性）が、子ど  

もの認知・言語発達や就学レディネスに関係  

するかどうか判断することであった。子どもの  

認知発達と就学レデでネスは、標準テストを利  

用して測定した。言語発達は、標準テストと母  

親からの報告書を用いて評価した。質の高い  

保育は、積極的な保育の提供と言語的な刺  

ベて質の高い保育  

は不利だということ  

の相互作用の質を  

以上保育されている  

所に預けられている  

い度合いではあるカ  

どもは、それ以外の  

に比べて認知・言  

た。保育経験と子  

ディネスとの関係で   
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するNICHDの研究   

プあるいは民族的な背景による違いCく  

た。  

10．規制可能な保育の特徴と子  

発育  

本研究のさらなる目的は、保育園∂  

可能」な面と子どもの発達との関係を  

ことであった。教育者、小児科医、公  

の専門家からなる専門機関の助言ら  

子ども対ス久ワ比率、グループの大きて  

の訓練、教師の教育の4項目を分村  

した。  

研究チームは子ども対スタヅフ比率、  

プの大きさ、教師の訓練、教師の教苦  

、▲斌、1－捗、y  
て、助言された4つのガイドラインすハ  

たしている保育園はほとんどないこと  

った。ガイドラインの遵守度が高い保苦  

けられている子どもは、36カ月の時上  

語能力と就学レディネスがより高かった  

24カ月と36カ月の時点では、問題f  

なかった。ガイドラインを一つも満たして  

保育施設に預けられた子どもは、こうし  

トの成績が平均よりも低かった。  

まとめ  

「乳幼児保育に関するNICHDの在  

1364人の子どもを対象とし、そのほとノ  

歳まで追跡調査し、異なる保育の形塔  

もの発達にいかに関係するか調べた。  

での科学論文は、生後3年間を中心  

れてきた。子どもの育児・保育環境は、  

ミュニティで提供される保育の種類、  

手頃さなどを考慮し、家族が選んだも  

り、無作為にさまざまな種類、質、竜の   

22  

まなかっ  振り分けたわけではない。研究に参加した家  

族は、多くの人口統計学的な特徴において、  

米国全体を代表するものであった。   

NICHDの研究では、全米の家族にとって、  

家族の状況と家庭環境の質が、保育の選択  

と強い関係を持つ。そこで研究チームは、す  

でに充分に認識されている家族の特徴・状況  

と子どもの発達との関係という重要な点に加  

えて、子供の発育に保育がどのように独自に  

貢献しているか見出すことに焦点を当てた。   

本研究の分析結果は、育児・保育に関する  

多くの質問になんらかの答えを与えるものと  

なるだろう。いま、多くの米国家庭がもつ育  

児・保育像を捉えることができるようになった。  

どのくらいの頻度で、どのくらい早期に保育  

が始まるか、また、今日の家庭の多くがどうい  

った種類の保育環境を選ぶかなどを垣間見  

ることができる。研究ではまた、長時間保育を  

受けた子どもと母親がほとんど全面的に世話  

をしている子どもとを比較し、家族の特徴と子  

どもの発育との関係も検証した。そして、家族  

の特徴が乳幼児が受ける保育経験と関係が  

あるかどうかを評価した。最後には、保育の  

特徴と、子どもの知的発達、言語発達、就学  

レディネスとの関係、および保育の特徴と母  

子関係との関連性を検証した。   

研究チームは、家族や子ども 一人ひとりの  

性格に加え、保育が子どもの発育に与える新  

たなあるいはマイナスの価値を探した。一般  

的に、保育の要素よりも、家族の特徴と母子  

関係の質の方が、子どもの発達に強い関連性  

をもっていた。これは、子どもが長時間保育を  

受けている場合でも、おもに母親が世話をし  

ている場合でも当てはまる。   

研究では、保育のある特徴や経験が、ほん  

どもの  

の「管理  

を調べる  

公衆衛生  

こ従い、  

さ、教師  

斤に利用  

、グルー  

百につい  

ベてを満  

とがわか  

育園に預  

点で、言  

こ。また、  

手動も少  

ていない  

したテス  

研究」は  

んどを7  

旨が子ど  

。これま  

、に善か  

そのコ  

費用の  

のであ  

保育に  
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ニま、他の環境での同様の  

2知・言語能力、就学レデ   

、。グループ保育は、3歳   

訪の報告の少なさにつな   

って、乳幼児保育の経験   

〔味があるといえる。   

こ入る回数で測られる保   

：親が細やかさに欠け、敏   

L幼児が不安定な愛着を   

こつながることがわかっ  

±子どものほとんどは、現   

チある。研究チームでは、   

調査では解明されなかっ   

き達との関係についての   

ためにデータの分析を続   

ト学関係の学術誌を通じ   

を発表していくつもりであ  

；巻一第7号（診断と治療   

D研究に関する研究者・研究   

一覧は、⊂RNのホームペー  

ヽ   

のわずかではあるが、子どもの発達に影響を  

与えることがわかった。研究の結果認められ  

た保育の影響は概してわずかだが、取るに足  

らないとはいえないものである。  

保育園での保育乙  

質の保育に比べ、認  

イネスともにより高し  

の時点で、問題行動  

がっている。したがっ  

質の高い保育は、次の点に結びつくこ  

とが発見された。  

・母子関係がよりよくなる。  

・細やかさに欠ける母親の場合でも、乳   

幼児が不安定な愛着を持つ可能性が   

低い。  

・子どもの問題行動の報告が少ない。  

・保育を受ける子どもの認知能力が高   

い。  

・子どもの言語能力が高い。  

・就学レディネスが高い。  

逆もまた真なりである。質の低い保育  

は、以下に結び付く。  

・母子関係の調和度が低い。  

・すでに赤ちゃんの心を読み取る細や   

かさに欠ける母親の場合に、母子の   

愛着がさらに不安定になる可能性が   

高い。  

・問題行動が多く、認知・言語能力、就   

学レディネスがともに低い。  

より長時間の保育、あるいはより長時  

間の保育歴は、以下に結びつく。  

・母子間の相互作用が弱い。  

・2歳時点で問題行動に関する報告が   

多い。  

・細やかさに欠ける母親の場合に、乳   

幼児が不安定な愛着をもつ吋能性が   

高い‘。  

より短時間の保育は、以下に結び付く。  

・母子間の相互作用がよりよくなる。  

・赤ちゃんの心を読み取る細やかさに   

欠ける母親の場合でも、乳幼児が不   

安定な愛着をもつ可能性が低い。  

・24カ月における問題行動が少ない。  

は、子どもにとって意  

新しい保育環境【  

育の不安定さば、母  

感でない場合に、乳  

もつ可能性の高さ【  

た。  

本研究に参加した  

在、7歳で1年生で  

今後数年も、今回の三  

た保育と子どもの発  

疑問を明らかにする  

け、専門家会議や科  

て、新たな研究成果を  

る。  

＊「小児科診療」第63  

社）より抜粋。今回の  

機関および参考文献   

ジを参照してくださし   
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ベネッセ教育研究所が行った「子育て生活  

基本調査」、「幼児の生活アンケート」、そして  

本日この会場にいらっしゃる働くお母様など  

から寄せられたアンケートの回答をもとに、日  

本の働く母親の現状と、母親たちが今感じて  

いることをご紹介させていただきます。皆さん  

の身近にいる働く母親の声に、しばし耳を傾  

けてみてください。   

図1は、日本に働く母親がどのくらいいる  

のかを表したものです。⊂＝コの部分は父親  

も母親も働いていることを、l■■lの部分は  

母親だけが働いていることを示しています。「0  

歳～2歳」でこれらを合わせると約25％、「3  

歳以上」では40％以上の家庭で、母親が働  

いていることがわかります。つまり、4世帯に  

1世帯は母親も仕事を持っており、働く母親  

は決して特別な存在ではないことがおわかり  

いただけるでしょう。   

さて、そんな母親たちは、育児についてど  

のように感じているのでしょうか。図2は、  

「子育てはどれくらい楽しいですか▼jという問  

いを「フルタイム就労」「パートタイム就労」、そし  

て「専業主婦」の母親に質問した結果を表し  

たものです。■の部分が「とても楽しい」  

と回答した母親の比率です。これを見ると、  

「フルタイム就労」の母親が育児を「とても楽し  

い」と感じている割合が高いことがわかりま  

す。また、「子どもと一緒に遊んでいる時」や  

「子どもが園や学校での様子を話してくれてい  

る時」に「子育てをとても楽しいと感じる」と  

回答した母親の比率を見ると、rフルタイム就  

労」の母親が答える割合が最も高くなってい  

図1母親の就労割合  

末子の年齢階級0～2歳  末子の年齢階級3～5撥  

■父のみ仕事あり  

⊂＝］父母とも仕事あり  

圏母のみ仕事あり  

■父母とも仕事なし  

55．9  ⊂コその他  

総務庁国展生活基礎調査1998年版より作成  

図2 子育ての楽しさ  
子育ての楽しさ×母親の就業状況  

常勤者   

パートタイマー  

専業主婦  

■lとても楽しい［コまあまあ楽しい E】あまり楽しくない ■lぜんぜん楽しくない  
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基調報告2働く母親の声  

ました。   

次に図3をご覧ください。左から5つ目ま  

での項目は、子育てに対して肯定的な感情  

を抱いている母親の割合です。たとえば、  

「子育てによって自分も成長していると感じ  

る」母親は、「専業主婦」よりも「フルタイム就  

労」のほうがやや比率が高いことがわかりま  

す。一方、6つ目以後の項目は、子育てに対  

する不安を抱いている母親の割合です。この  

ような不安を感じている母親は、逆に「専業  

主婦」の方がやや比率が高いことがわかりま  

す。   

図4は「専業主婦」と「フルタ／仏就労」の  

母親の自己評価を表したものです。「フルタイ  

ム就労」の母親は、きれいな正三角形が描け  

ていますね。正三角形が描けるということば、  

母親のアイデンティティが安定していることを意  

味します。フリードマン先生のご報告にもありま  

したように、母親が精神的に安定していると、  

子育てにもいい影響が出ると考えられます。  

図3 育児への感情  
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図4 母親の自己評価   

＜専業主婦＞  

働く女性として（仕事）  

＜常勤者＞  

働く女性として（仕事）  
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基調報告2働く母親の声   

ここで、参加者アンケートを見てみましょう。  

働く母親たちは育児について「のびのびと育  

てたい」「スキンシップを大切にしたい」、でも  

「しつけもしっかりしたい」し、「健康は大切に」  

しなきゃ、それから「子育てを子どもと一緒に  

楽しみたい」と考えています。しかし、【一方で  

は悩みや不満も抱えています。   

何が問題かと申しますと、「どうしても時間  

が足りない」「父親が育児に関わってくれな  

い」「育児に対してストレスを感じる】「なぜ仕  

事を持っている母親にだけ負担がかかるの  

か」など。また、「仕事を持っていることで子ど  

もに寂しい思いをさせているのではないかj  

「余裕がなくて子どもにじっくり向き合えていな  

い気がする」といった声も多く聞かれました。   

図5は父親の育児・家事への参加度を表  

したものです。】家事への参加度」が低いで  

すね。母親が「フルタイム就労jの家庭の方が  

父親の「育児への参加度」「家事への参加  

度」がやや上がる傾向はありますが、実際の  

ところは母親への負担はまだまだ大きいのが  

現状です。参加者アンケートでも「子どもが小  

さいときは、ちょっとでも面倒見てくれると精  

神的にもホッとします」「一緒に子育てしてほ  

しい、J「子どもとたくさん遊んでほしい」「因っ  

ているときに協力してほしい」「相談にのって  

ほしい」という声が寄せられていました。また、  

一方で「いくら父親に育児に参加したいとい  

う意思があっても、会社や社会が変わらない  

とそれを許してくれない」という声も寄せられ  

ています。父親にも育児に関わってほしい、  

そのためには社会が変わってほしいという声  

です。   

そんな悩み多き母親が父親とともに頼りに  

しているのが、図6にあげた人（場）です。  

「母親」「友達」「会社の同僚」の比率が高く  

なっていますが、ご注目いただきたいのは、  

「幼稚園・保育園」「小児科医」の数値です。  

「フルタ／仏就労」の母親は、「幼稚園・保育園」  

を大変頼りにしていて、「小児科医」を頼りに  

する割合も「専業主婦」や「パートタ／仏就労」  

の母采引こ比べると高くなっています。こういう  

方々を頼りにして、働く母親たちは育児を頑  

張っているわけです。   

しかし、何かあったときに、保育士の先生  

や周囲の方から、「『お母さんが働いていらっ  

しゃるから』と言われるのがとてもつらい」と  

いう話を聞いたこともあります。自分を責めて、  

図5 父親の育児・家事への参加  

フルタイム  パートタイム  専業主婦   

＊数錠は．父親の関わりについて項目ごとに1点から4点までの得点イヒを行い、上記3つの領域に   

ついて平均得点を算出したもの。数値が大きいほうが関わり廣が高い。  
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基調報告2働く母親の声  

ぎりぎりのところで頑張っている母親も少なく  

ありません。そういう母親をさらに周囲が責め、  

追い詰めることが、はたして母親のために、そ  

して子どものためになるのかと、最近考えます。   

最後に、CRNが開設しているホームページ  

のフォーラムからのエピソードをご紹介します。  

ある保育士の先生が1歳児のクラスを受け持  

っていた時のお話です。その先生が「お母さ  

んと私と2人で協力して一生懸命育てましょ  

う」とある母親に言ったそうです。それから20  

数年経ちました。たくさんの子どもを受け持っ  

てきたわけですから、一人ひとりの子どものこ  

とが日々頭のなかに残っているというわけで  

はありませんね。忘れた頃になってその先  

生のところに、あの母親から娘さんの結婚式  

の招待状が届いたそうです。結婚式当日、そ  

の会場に参りましたら、その母親が涙を流し  

ながら、「あなたがいてくれたから、この子は  

こんなに立派になりました」とおっしゃったそ  

うです。   

では、子どもはどう思っているのでしょうか。  

フォーラムから集めた意見で、もう成人された  

方が自分の子ども時代を振り返って「仕事を  

持っている母薫別ここんなふうに言ってほしか  

った／こう言ってもらえれば安心できたjとい  

う言葉として、「仕事で参観日に行けなくたっ  

て、あんたのおかんはここにおるやろ。寂しが  

らんでもよろしい。なんかあったらとんでいく。  

あんたが元気やから、おかんは仕事ができる  

ねん」をあげていました。り可かあったらとんで  

いく」、そういう言葉がほしかったと子ども時  

代を振り返っていました。   

ご紹介したように、お母さんも子どもさんも  

非常に頑張っています。今日会場にいらっし  

やるお父様、保育土の先生方、そしてお医者  

様、研究者の皆さんにお願いしたいことは、  

決して母親を追い詰めることなく、「一緒に育  

てよう」と言っていただきたいということです。  

そうしたら、母親も子どもたちも、もっと楽しく  

生括できるようになるのではないでしょうか。   

この「一緒に育てよう」、社会のシステムが  

子どもを一緒に育てることができるようになる  

ということが、21世紀に働く母親と、その子ど  

もたちを迎え入れるキーワードになるのではな  

いかと私は考えております。  

図6 相談先  

＜今後＞  

保健所一保健センター   
母子健康センター   

幼稚園■保育園（所〉   

母親（養母を含む〉   

きょうだい（幾程の  
きょうだいを含む）  

友達  

近所の人  

小児科のお医者さん  

会社の同僚  
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